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はじめに
　1637年の謝肉祭に《アンドローメダ Andromeda》がヴェネツィアのサン・カッシアーノ劇場で
上演されたが、その音楽劇のすばらしさを台本発行元のアントーニオ・バリレッティ（Antonio 
Bariletti、詳細不明）がこのように見事に描写している。
幕が上がると舞台は一面の海である。水や岩がきわめて巧みに遠くまで離れているので、その
自然な様は（作り物にもかかわらず）見る者に、本当に自分が劇場にいるのか、あるいは実際
の海辺にいるのかどうか疑いが生じるほどである。（中略）星が一つずつしだいに消えて行き、
曙の女神に場を譲り、彼女は前口上を述べることになった。銀糸の布ですべて包まれた彼女は、
（中略）とても美しい雲の中に姿を現し、それは（驚くほど見事に）ある時は広がりまたある
時は縮まりながら場面の天界へのアーチの橋を造った。その間、舞台は真昼のように明るく見
えている。マダレーナ・マネッリ・ロマーナ夫人によって前口上が神々しく歌われた1）。（筆者
訳）
　こうして始まった音楽劇が見る者を魅了してやまない見事な舞台装置のおかげもあって、またた
く間にヴェネツィアでオペラを上演する劇場がいくつも誕生する。誕生して間もない音楽劇の発展
とそれを上演する受け皿である劇場の誕生と発展は、すでに建築史あるいは音楽史による研究が数
多くなされているが、本稿では、社会史的な観点から劇場と音楽劇がどのような道筋をたどって発
展して来たのかをあきらかにするのが目的である。
1）　Sparita la tenda si vide la scena, tutta mare; con una lontananza così artificiosa d’acque, e di scogli, che la naturalezza di quella (ancor 
che finta) movea dubbio à Riguardanti, se veramente fossero in un teatro, ò in una spiaggia di mare effettiva. 〔...〕;　le quali una dopo 
l’altra à poco à poco sparendo, dettero luogo all’Aurora, che venne à fare il prologo. Ella tutta di tela d’argento, 〔...〕 comparve dentro 
una bellissima nube, quale hora dilatandosi, hora stringendosi （con bella meraviglia） fece il suo passaggio in arco per il Ciel della Scena. 
In questro mentre si vede la Scena luminosa à par del giorno. Dalla Signora Madalena Manelli Romana fù divinamente cantato il 
Prologo: （Andromeda 1637: 5-6）
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1　初期オペラの上演の場
　初期オペラの上演の場を第一作目のフィレンツェのコルシ邸におけるペーリ作曲《ダフネ
Dafne》（1597/98）からオペラ専用の劇場として、しかも一般公開劇場として開場したヴェネツィ
アのサン・カッシアーノ教区のトロン劇場（通称サン・カッシアーノ劇場）のマネッリ作曲《アン
ドローメダ》（1637）までをたどってみると、独立したオペラ専用劇場が建設されるまでの上演の
場の特徴がみてとれる。〔表 1〕
　独立した建物の劇場ができるまでは、私邸あるいは宮殿、ないしは公共建築物の〈サーラ Sala〉
とよばれる広間に臨時に仮設の舞台と観客席をしつらえて上演していたが、それがしだいに恒久的
な設備をほどこして用いられるようになった。当初の私邸での上演はその部屋の規模からいって観
客は一部の少人数の愛好家であろうが、メーディチ家の居館パラッツォ・ピッティや行政府のパ
ラッツォ・デッリ・ウフィッツィとなると大人数を収容することができ、少数の貴族や知識人だけ
ではなくかなりの数の宮廷関係者、外国の要人なども鑑賞するため、この新しい音楽劇の真価が問
われたともいえる。
　1608年のマントヴァの宮廷劇場は同年にフランチェスコ・ゴンザーガ公とサヴォイア家のマル
ゲリータ妃の結婚披露宴の一環として《アリアンナ Arianna》を上演するために宮殿内の広間を劇
場に改築したもので、その様子を報告したフェデリーコ・フォッリーノ（Federico Follino、詳細不明）
によれば、6千人収容可能であるが、招待された諸君主、王女、大使や外国の貴族たちであふれ、
公爵の騎士たちや市の貴族たちは入場を制限されたが、それでも外国人たちが先を争って入り口に
殺到する有様であったという2）。
　1610年のボローニャの上演では行政府であるポデスタ宮の大広間（サローネ）を劇場に改造し
たもので、おそらく左右のロッジャは常にあり、しかも一階のみで、ボックスに分れてはいなかっ
た。当初は喜劇が上演され、舞台は上演のあるごとに設置され、終わると取り外されて、球技や曲
芸、軽業のために広く開けられた。1615年に建築家グイドッティ（Giovanni Gabriele Guidotti、詳
細不明）により近代的な形式の劇場に改築され、左右にボックス席を有する 3層を配した正方形と
なったが、1623年に焼失した3）。
　1632年のローマのパラッツォ・バルベリーニ内の私設劇場は 3000人収容できる大規模なもので、
アンドレーア・サッキ（Andrea Sacchi, 1599―1661）により低層の劇場が造られた。
　バルベリーニ 3兄弟は貴族ながら有能な興行主でもあり、中断をはさんで 1656年まで、芸術的
にも文化的にも質の高い催しを行っており、《聖アレッシオ Sant’Alessio》の台本は後に教皇クレメ
2）　Tedeschi 1973: 1143―1144.
3）　Ricci 1888: 27, 30―32.
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ンス 9世となるロスピリオージ（Giulio Rospigliosi, 1600―1669）が手がけていて、聖人伝という対
抗宗教改革期の雰囲気を体現した作品である。
　そしてヴェネツィアのサン・カッシアーノ劇場にいたるわけであるが、馬蹄形の平土間席にその
周囲を何層かのボックス席が巡っている、後に〈イタリア式〉劇場（Teatro all’italiana）といわれ
〔表 1〕主要な初期オペラの上演場所
上演年 上演場所 作品名
1597/98 パラッツォ・コルシ（フィレンツェ） 《ダフネ》ペーリ曲、リヌッチーニ台本
1600 パラッツォ・ピッティ（フィレンツェ） 《エウリディーチェ》ペーリ、カッチーニ曲、リヌッチーニ台本
1600 パラッツォ･デッリ・ウフィッツィ（フィレンツェ）《チェーファロの誘拐》カッチーニ曲、キアブレーラ台本
1606 ローマ宗教学院（ローマ） 《エウメーリオ》アガッツァーリ曲、台本不詳
1607 アッカデーミア・デッリ・インヴァギーティ（マントヴァ）《オルフェーオ》モンテヴェルディ曲、ストリッジョ台本
1608 宮廷劇場（マントヴァ） 《アリアンナ》モンテヴェルディ曲、リヌッチーニ台本
1610 ポデスタ宮サローネ（ボローニャ） 《アンドローメダ》ジャコッビ曲、カンペッジ台本
1616 パラッツォ･ゲラルデスカ（フィレンツェ）《オルフェーオの涙》ベッリ曲、キアブレーラ台本
1616 パラッツォ･マイダルキーニ（ヴィテルボ）《愛の矢》ボスケッティ曲、台本不詳
1619 教皇庁宮殿（ローマ） 《オルフェーオの死》ランディ曲、台本不詳
1619 パラッツォ・ピッティ（フィレンツェ） 《メドーロとアンジェーリカの結婚》ガリアーノ曲、サルヴァドーリ台本
1620 パラッツォ・コルシーニ（ローマ） 《アレトゥーザ》ヴィターリ作曲、コルシーニ台本
1625 ヴィッラ・ポッジョ・インペリアーレ（フィレンツェ） 《アルチーナの島からのルッジェーロの救出》F・カッチーニ曲、サラチネッリ台本
1626 パラッツォ･エヴァンドロ・コンティ（ローマ）《アドーネの鎖》マッツォッキ曲、トロンサレッリ台本
1628 パラッツォ・ピッティ（フィレンツェ） 《フローラあるいは花の誕生》ガリアーノ、ペーリ曲、サルヴァドーリ台本
1629
ドイツの男爵ヨーハン・ルドルフ・フォ
ン・ホーフェンレヒベルクの私邸（ローマ）
《嘲笑されたディアナ》コルナッキオーリ曲、パリザー
ノ台本
1630 パラッツォ･ダンドロ（ヴェネツィア） 《誘拐されたプロセルピーナ》モンテヴェルディ曲、ストロッツィ台本
1632 パラッツォ･バルベリーニの私設劇場（ローマ）《聖アレッシオ》ランディ曲、ロスピリオージ台本
1633 パラッツォ･バルベリーニの私設劇場（ローマ）《ヨルダン川のエルミーニア》ロッシ曲、ロスピリオージ台本
1637 サン･カッシアーノ劇場（ヴェネツィア）《アンドローメダ》マネッリ曲、フェッラーリ台本
1638 サン･カッシアーノ劇場（ヴェネツィア）《雷に打たれた魔女》マネッリ曲、フェッラーリ台本
1639 パラッツォ･バルベリーニの私設劇場（ローマ）《ガラテーア》ヴィットーリ曲、台本
1639 サン･カッシアーノ劇場（ヴェネツィア）《テーティとペレーオの結婚》カヴァッリ曲、ペルシアーニ台本
1639 サンティ・ジョヴァンニ・エ・パーオロ劇場（ヴェネツィア） 《デリアあるいは太陽の花嫁である夕べ》サクラーティ曲、ストロッツィ台本
1640 サン ･モイゼ劇場（ヴェネツィア） 《アリアンナ》モンテヴェルディ曲、リヌッチーニ台本
1641 ノヴィッシモ劇場（ヴェネツィア） 《狂気を装う女》サクラーティ曲、ストロッツィ台本
1642 ノヴィッシモ劇場（ヴェネツィア） 《ベッレロフォンテ》サクラーティ曲、ノルフィ台本
出典：Loewenberg1978を中心に作成
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るこのタイプの劇場がどのような経過をたどって達成され、またどのような特徴を持っているのか
を以下にたどってみたい。
2　〈イタリア式〉劇場にいたるまでの初期の形態
2―1　テアトロ・ダ・サーラ（Teatro da Sala）
　〈サーラ〉あるいは〈サローネ Salone〉は一国の領主あるいは大貴族が宮殿、大邸宅または市庁
舎などの公共建築物の大きな一室を臨時にまたは恒久的に用いる劇場のことで、それまで広場、中
庭などの屋外で行っていたさまざまな催しを天候に左右されることなく行うことができるようにな
り、宮廷劇場あるいはアカデミア劇場として悲劇、喜劇、牧歌劇、のちに音楽劇を上演するにいた
る室内劇場である。
　はじめに、臨時の劇場として用いられた例を挙げ、ついで恒久的な劇場となった〈サーラ〉の例
をみてみたい。マントヴァ、ウルビーノと並ぶルネサンス都市として名高いフェッラーラの例では、
領主エステ家のエルコレ 1世が、子息のアルフォンソ 1世とルクレツィア・ボルジャの結婚を祝し
て 1502年に盛大な喜劇の上演を宮殿で行ったが、その際、息女のイザベッラ・デステが次のよう
に宮殿内の〈サーラ〉の様子を述べている。
父上殿が喜劇を上演するサーラを見に私を連れて行ってくれました。その部屋は縦 146ピエー
ディ〔約 43m21〕、横 46ピエーディ〔約 13m61〕です。広場に面した方に階段席が造られて
いて、反対側も同様で、13段あって、女性と男性を分ける仕切りがあり、女性は中央に座り、
男性は両脇に座り、天井と階段席は緑、赤、白の布で覆われています。〔...〕そこにはおよそ 5
千人が収容できると思われます。しかし最初に外国人たちが階段席を占め、もし席があれば
フェッラーラの貴族たちが座ります4）。（筆者訳）
　15世紀から 16世紀の前半にかけてはいまだ臨時の舞台や観客席を設けることが多かったが、そ
れでも 5千人収容となると相当大がかりで頑丈な設備が必要であったであろう。フェッラーラはそ
の賢明な文化政策を通じて喜劇を奨励し、ルドヴィーコ・アリオスト（Ludovico Ariosto, 1474―
1533）による俗語での喜劇作品を生むにいたる5）〔図 1〕。
4）　El signor mio padre me condusse veder la sala, dove se faranno le comedie, la qual’ è longa pedi centoquarantasei et larga quarantasei. 
Dal canto de la piazza sono facti li gradi, et cossi da li capi, che sono tredici, cum due trameze per dividere le done da li uomini: le done 
starano in mezo, et li homimi da ogni canto; el cielo et li gradi sono coperti de pani verdi, rossi et bianchi. 〔...〕 Stimasi che vi starano 
circa cinque millia persone: ma prima li forestieri occuparàno li gradi: se loco resterà, serà de li gentilhomeni ferraresi. （D’Ancona 1891: 
vol.2, 134）
5）　Davico Bonino 1977: VIII―XXIV.
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　マントヴァの宮廷劇場は城の屋内馬場の大広間（サローネ）に整備された常設の劇場で、エルコ
レ・ゴンザーガ枢機卿の意向により、建築家のジョヴァン・バッティスタ・ベルターニ（Giovan 
Battista Bertani, 1516―1576）が 1549年に計画し、1551年に完成した。これまでの上演の場として用
いたサーラとの相違は、まずその永続性で、階段状の半円形の観客席をもち、1588年と 1591年に
火災にあったが 1596年に再建された6）。
2―2　スタンツァ（Stanza）
　単独の劇場が建設されるまでにもう一つの重要な上演の場である室内劇場が〈スタンツァ
Stanza〉あるいは〈スタンツォーネ Stanzone〉である。先に述べた〈サーラ〉あるいは〈サローネ〉
がホールに相当するとすれば、〈スタンツァ〉は通常の部屋、ないしは大きな部屋に相当する。16
世紀半ばから旅芸人一座は広場での公演をやめて屋内の適した場所（スタンツァ）で公演すること
が多くなり、初期には臨時に舞台や観客席を設けていたが、16世紀の後半には恒久的な設備がし
つらえられた。
　〈スタンツァ〉が喜劇の上演の場として整備されるようになった原因は、16世紀末から 17世紀
前半にかけてヨーロッパのとりわけ大都市にみられる「人口の増加と地方からの移住者の流入」〔表
2〕であった。市当局はこのような大量の移住者の対策として、公共の秩序の維持、新たな都市計
画などによって、都市化した無数の貧民、旅人、浮浪者、物乞いなどの居住区画を制限し、恒久的
あるいは一時的な措置を施していた。このような継続して発展する社会を統制し、選別する必要を
具体化した新たなものが、〈劇場〉と〈救貧院〉であった。方法は異なるとはいえ、両方の場所は
都市の政府の手に余る騒然とした民衆を選別し、解明するある種の拡大鏡の役割を果たしている。
また、旅人の往来が頻繁になればなるほど、こうしたよそ者の選別手段の必要性が緊急の課題となっ
た。そのためヨーロッパの大都市は 16世紀末に〈スタンツァ〉を整備して喜劇用の劇場とし、宮
廷の外の空間で比較的独立して自由に上演することを公認したが、それは無秩序な下層社会の〈バ
6）　Attolini 1988: 73.
〔図 1〕1508 年、フェッラーラでのアリオストの喜
劇《箱騒動Cassaria》上演の際の舞台背景。ペッ
レグリーノ・ダ・ウーディネの作で、家並み、塔、
鐘塔が布に描かれており、固定背景である。1点消
失の透視画法を用いた初期の例である。
出典：http://www00.unibg.it/dati/corsi/24109/74014-messinscena
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ロメーター〉としての劇場の正当性、有用性、必要性を暗黙のうちに認めている7）。
　フェッラーラの人口のみが減少しているが、これは 16世紀末にエステ家の世継ぎがないため領
地が教皇領となり、中心がモーデナ市に移ったためであろう。
　マントヴァはミラーノやヴェネツィアほどの大都市ではないが、それでも 16世紀後半には、同
地の喜劇作家レオーネ・デ・ソンミ（Leone de Sommi, 1527―1592）が庇護者のフランチェスコ・ゴ
ンザーガ伯に請願書を提出している。かれは劇場の前身ともいえる室内劇場を要望しており、有料
で上演し、許可の御礼に毎年ミゼリコルディア会の貧しい人々にトウモロコシを 2袋か、あるいは
それにふさわしい金銭を贈ることを条件に、職業喜劇団の公演を意図している。伯爵はマントヴァ
公宛てに次のように報告している。
いくらか彼の利益になるとしても、それでも貧民に対していくらかの実利があり、また都市に
とっての娯楽である事柄を請願しており、その理由は、貴顕紳士や淑女がその場所で居心地良
く品位を保って喜劇が上演されるのを見られるような部屋（スタンツァ）を整えることを意図
している。これは害にならない事柄の一つである8）。（筆者訳）
　〈スタンツァ〉の代表的な劇場としてフィレンツェのテアトロ・デッラ・ドガーナ通称ディ・バ
ルドラッカをまず挙げたい。同劇場はウフィッツィ宮の東側の裏に位置し、16世紀の商業劇場に
典型的な都市の 2つの区域つまり、〈港湾〉と〈記念建造物〉に接している〔図 5〕。この劇場は税
7）　Ferrone 1993: 50, Clark 2010: 112.
8）　sebene di qualche suo guadagno, non di meno è di qualche utilità a’ poveri et di piacere alla città, perchè intende di accomodare una 
stanza, nella quale comodam. te et honestam. te potranno stare e gentilhomini e gentildonne a vedere recitare Comedie. Questa è una di 
quelle cose che non dà danno. (D’Ancona 1891: vol. 2, 404). 
〔表 2〕主要都市の人口増加
都市名 1500年 1600年 都市名 1500年 1600年
ロンドン 50,000 200,000 フェッラーラ 42,000 33,000
パリ 22,500 300,000 パルマ 16,000 25,000
ミラーノ 100,000 120,000 ボローニャ 50,000 63,000
マントヴァ 25,000 30,000 フィレンツェ 55,000 76,000
ヴェネツィア 100,000 151,000 ローマ 55,000 100,000
パードヴァ 29,000 33,000 ナーポリ 125,000 275,000
ヴィチェンツァ 21,000 32,000 パレルモ 55,000 105,000
出典：P. Bairoch et al. 1988を参考に作成
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関（ドガーナ）の建物の 3階の大広間にあり、1階はいくつかの商店、2階は倉庫である9）。コンメー
ディア・デッラルテのために造られ、1576年から 1653年まで運営された。劇場名のバルドラッカは、
フィレンツェのもっとも庶民的な悪名高い通りの名前で、娼婦の蔑称である。ウフィッツィ宮とは
通路でつながれており、大公もひそかに通った。上流階級の観客にはボックス席があり、一般の観
客は入場料を払って平土間席で鑑賞した。広さは縦 57ブラッチャ（約 34,20m）、横 28同（約
16,80m）10）。〔図 2、3〕
　もう一つはヴェネツィアで、〈スタンツァ〉というよりは独立した喜劇専門劇場といえる例である。
ヴェネツィアの素晴らしさを記述したサンソヴィーノの著名な書でこの劇場に以下のように触れて
いる。
この教会からあまり遠くないところに莫大な費用で建てられたきわめて素晴らしい劇場が 2つ
あり、ひとつは楕円形で、もうひとつは円形で、数多くの観客を収容でき、都市の習慣に従っ
て、謝肉祭の時期に喜劇を上演するためである11）。（筆者訳）
　この 2つの劇場は「テアトロ・ヴェッキオまたはテアトロ・ミキエル」と「テアトロ・ヌオーヴォ
またはテアトロ・トロン」と呼ばれており、双方ともサン・カッシアーノ教区にあり、1580年に
9）　Ferrone 1993: 68.
10）　Attolini 1988: 81.
11）　Sono poco discosto da questo Tempio due Theatri bellissimi edificati con spesa grande, l’uno in forma ovata et l’altro rotonda, capaci 
di gran numero di persone; per recitarvi ne’ tempi del Carnevale, Comedie, secondo l’uso della città. (Sansovino 1663: 206).
〔図 2〕テアトロ・デッラ・ドガーナ平面図
出典：Ferrone 1993: Fig. 12
〔図 3〕テアトロ・デッラ・ドガーナ復元模型
出典：Ferrone 1993: Fig. 13
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建設され、1581年から喜劇の上演を始めている。ヴェネツィアにおける喜劇の上演はもっと前に
遡り、16世紀の初めに喜劇の上演が著名な俳優たちによって行われ、あらゆる階層の有料客に開
かれていた。しかし 1581年にイエズス会は、市の執行機関である「十人委員会」に働きかけて以
下のような通達を出させて、一時的に上演を中止に追い込んでいる。
（劇場には）男も女も、老いも若きも集まっている。その結果、（その上演は）無分別な年齢の
若者を堕落させる邪なものを有しているが、ここちよさによって、神の尊厳と魂の救済に無数
の不都合をもたらしている。さらに、政府のいくつかの覚え書きによれば、この都市では喜劇
役者たちに通常の隠れ家が与えられているばかりではなく、彼らの破廉恥な喜劇を上演する場
が一箇所以上建設されているのを眼にしている12）。（筆者訳）
　喜劇がこのような非難を受けたことはそれだけ市民の人気があった証左であるが、これらの劇場
はサン・カッシアーノ教区の悪名高い地区カランパーナ（Carampana）にあって、もとはカ・ラン
パーニ（Ca’ Rampani）という貴族の館の所在地であったが、その地区は後にヴェネツィア共和国
から娼婦たちの住む区域として割り当てられたという。ヴェーネト地方の方言ではカランパーナは
「下品で不作法な女性、あるいは醜い年取った女性」を意味した13）。フィレンツェの場合と同様に、
この場所も売春宿と宿屋、居酒屋などが混在しており、物資の集散地であるリアルトの税関事務所
という〈港湾〉と〈記念建造物〉の近くにある14）〔図 4〕。「テアトロ・ミキエル」は平土間席と桟
12）　concorrono huomini et donne, giovani et vecchi; onde per la comodità, che hanno li tristi di suvertir l’incauta età de’ giovani, ne 
seguono infiniti inconvenienti contra l’honor del Sig.r Dio, la salute dell’anime, et con qualche nota del pubblico governo, vedendosi che 
inquesta Città non solamente vien dato ordinario ricetto alli comedianti, ma che li sia stato fabricato più d’un loco per recitar le loro 
inhonestissime comedie. (Mangini 1974: 21).
13）　Treccani. it, Vocabolario on line. ‘Carampana’の項参照。
14）　Ferrone 1993: 68.
〔図 4〕ヴェネツィア、（1687 年）、リアルト橋（1）、
ランパーナ地区とサン・カッシアーノ劇場（2）
出典：Worsthorne 1968: Plate I
〔図 5〕フィレンツェ（1585 年）、パラッツォ・デッ
カリ・ウフィッツィ（1）、バルドラッカ地区とテ
アトロ・デッラ・ドガーナ（2）
出典：Fanelli 1981: Fig. 71
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敷席を持つ〈イタリア式〉劇場の先駆といえ、16世紀末に閉鎖したといわれ、一方、「テアトロ・
トロン」は〈テアトロ・アッランティーコ Teatro all’antico〉という古典的な半円形で、観客席は階
段状、上部に桟敷席があり、1629年に火事で焼失した。
3　オペラ・トルネーオ（Opera torneo）
　これまで〈サーラ〉と〈スタンツァ〉という独立した劇場以前の形態を見てきたが、オペラを上
演する馬蹄形の平面図と何層かのボックス席を持つ典型的なイタリア式劇場の誕生までにはもう一
つの段階がある。それは〈オペラ・トルネーオ〉という形式の催し物で、中世以来の〈トルネーオ〉
はもともと馬上槍試合であったが、17世紀になると振り付けにしたがった衣装や遊戯といった
ショー的な側面が強くなり、また音楽劇も同時に上演された。モリナーリによれば「音楽劇に騎馬
武勲試合が一体となった催し物をおおまかにオペラ・トルネーオと定義することができ、イタリア
中で、とりわけフィレンツェ、フェッラーラ、パルマで多大な成功を収めた」（Molinari 1968: 69）。
　〈オペラ・トルネーオ〉およびその上演の場の一例として、まずパルマのファルネーゼ劇場（ア
レオッティ設計）を取り上げよう。〔図 6、7〕当劇場は通常の演劇やオペラ上演のためではなく、
祝宴とトルネーオのために建てられている。フロアーと座席を高い腰壁が区切っており、広いエン
トランスは騎馬とワゴン用で、大きい平土間は会戦や展示用である。
　内部はすべて木造で、14段の階段席を持ち、最大 4500人を収容することができた。階段席の後
ろには、2層のアーチ（セルリアーナ）の列が巡らされている。「新しい点はプロセニアム・アー
チの建設で、当初は舞台と観客席との仕切りとして考案されたが、音響の面では歌手の声量を増大
させるのできわめて重要である。」（Consumi刊行年不詳：6）プロセニアム・アーチの先例はシエー
ナのイントロナーティ劇場（1560年、バルトロメーオ・ネローニ）、フィレンツェのウフィッツィ
劇場（1586年、ブオンタレンティ）にも見られた。柿落は 1628年 12月 21日、アキッリーニ作の《メ
〔図 6〕パルマ、ファルネーゼ劇場、U字形、1618―28 年、
アレオッティ設計。
出典：Ferrario 1830: Fig. 12
〔図７〕パルマ、ファルネーゼ劇場可動舞
台装置、作者不詳、滑車とロープによる
制御装置により短時間で舞台変換が可能
となる。
出典：パルマ、パラティーナ図書館（筆者撮影）
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ルクーリオとマルテ Mercurio e Marte》という〈トルネーオ〉で、音楽はモンテヴェルディが担当。
　さらに、同年ボローニャで行われた例も取り上げたい。これは同地のアッカデーミア・トルビディ
が組織してトスカーナ大公フェルディナンド 2世に捧げられた。徒（かち）と騎馬の通常の槍ない
し投げ槍のトルネーオで、ジャコッビ作曲、ブランディーニ台本の音楽劇《デロス島に幽閉された
アモル Amore prigioniero in Delo》も上演された〔図 8〕。アッカデーミアの責任者は市内のふさわ
しい建物を物色したが見つからないので、50年ほど前にトルネーオを行ったスクオーレ広場にト
ルネーオ劇場〔図 9〕を建設することを決定した。
　1630年代から 60年代にかけて多くのイタリアの都市で、何層にもなった観覧席のあるトルネー
オ用のサーラと、古典のモデルの階段席をもったアッカデーミアや宮廷の劇場のそれとを融合する
試みが行われていた。なかでも建築家のアルフォンソ・リヴァローラ通称ケンダ（Alfonso Rivarola 
detto Chenda, 1591あるいは 1607―1640）は、トルネーオのオーガナイザーとして名高い知識人のピー
オ・エネーア・デッリ・オビッツィ（Pio Enea degli Obizzi, 1592―1674）侯爵と組んで、1636年には
パードヴァの野外トルネーオ劇場でオビッツィの台本《エルミオーナ Ermiona》（ジョヴァンニ・
フェリーチェ・サンチェス作曲）をトルネーオのイントロダクションとして上演〔図 10〕。この仮
設舞台は木造で 5層の観覧席を持ち、近隣のヴェネツィアからも多数の貴族が上演を見に押しかけ
て、大成功であった。最上段の 2つは市民で満員になり、3段目は大学生たちや外国の貴族が座り、
2段目はもっともふさわしい場所として学長や校長にヴェネツィアの貴族たち、1段目は貴婦人た
ちや市の主要な貴族が席を占めていた15）。1639年にはテアトロ・デッラ・サーラを屋内のオペラ・
トルネーオ劇場として整備し、〔図 11〕に見られるように 5層のボックス席に最上階には天井桟敷
がある。登場口はプロセニアムの左右に大きく開かれており、平土間から舞台につづく傾斜路は馬
15）　Mangini 1974: 38.
〔図 9〕ボローニャ、スクオーレ広場のトルネーオ
劇場、1628 年、ジョヴァンニ・バッティスタ・コ
リオラーノ（1590―1649）画。
出典：Amore 1628
〔図 8〕ボローニャ、トルネーオ劇場《デロス島に
幽閉されたアモル》、「象の背の建物の中のウルカ
ヌス」、象は長さ 6m、高さ 3.6m、幅 2.4m。
出典：Amore 1628
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上の人物が舞台の中での演技に参加できる16）。
4　〈イタリア式〉劇場の誕生
　ここでふたたびヴェネツィアに目を移すと、「テアトロ・トロン」は先に述べたように 1629年に
火事で焼失したが、サン・カッシアーノ劇場として再開されたのはおそらく 1636年で、歌劇場
（Theatro de musica）を開くという考えは、先に見たパードヴァでの音楽劇の上演が大成功し、しか
もその仮設劇場の新しい構造とさまざまな観客の配置に示唆に富むものがあったのであろう17）。そ
の構造はすでに典型的な馬蹄形の平土間席にその周囲を何層かのボックス席が巡っている「ミツバ
チの巣箱」という最終的な配列がなされ、5層のボックス席であろうという18）。オーケストラは、
以前は舞台の両脇、桟敷席、書き割りの後ろなどに座っていたのが、この時初めてステージの前に
置かれるようになった。オペラで初めて一般公開された劇場であったとはいえ、当初は貴族と外国
の高位高官が大部分であったという。
　17世紀のヴェネツィアのオペラハウスで平面図が残されているのは 1638年に木造で開場したサ
ンティ・ジョヴァンニ・エ・パーオロ劇場のみで、1654年にフォンターナによってオペラ用に石
造に改築された。〔図 12〕各 29（のちに 32）の桟敷席を持つ 5層で、プロセニアム・アーチを有
する。再建されたプランは当初の特徴を多く取り入れていると考えられ、この建物が重要なのは、
16）　Di Luca 1991: 279.
17）　Mangini 1974: 38.
18）　Mangini 1974: 38
〔図 10〕パードヴァ、野外トルネーオ劇場、《エ
ルミオーナ》第 3幕 6場、「ヴィーナスの騎士の
登場」、1636 年。アルフォンソ・リヴァローラ通
称ケンダによる一場面。
出典：Molinari 1968: Tavola57
〔図 11〕ボローニャ、テアトロ・デッラ・
サーラ内観、1639 年。
出典：Ricci 1888
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十分な発展をとげた馬蹄形のイタリア・バロック・オペラハウスとして最初のものであり、この建
築様式はその後の 20年間の発展の中でほとんど変化したところはない。その後の一般観客向けの
大劇場の基本的なスタイルとなって、ヨーロッパに広まった。17世紀に本劇場が上演したオペラ
は 99作品でその内なんと 88本が新作で、ヴェネツィアの劇場のトップであった19）。
　1641年の謝肉祭に《狂気を装う女 La Finta Pazza》でヴェネツィアにおいて 4番目に開場したテ
アトロ・ノヴィッシモは、経済的な利益や政治的威信を目指して運営されている他の劇場とは異な
り、純粋に楽しみのために建設され、贅を尽くした宮廷劇場の催しのような豪華な上演が行われた。
建築と舞台装置を担ったのがヤーコポ・トレッリ（Jacopo Torelli, 1608―1678）で、なかでもヴェネ
ツィア中で話題になったその「素早い舞台転換とリアルな自然の光景は、登場人物の女神ユノの口
から、これほど素晴らしい光景に嫉妬を感じ、人為の技に負けたといわせても良いくらいであろう」
（Mangini 1974: 64）と同時代の批評は伝えている。1644年にはサクラーティ作曲の《嫉妬するヴィー
ナス Venere gelosa》が上演されたが、これは早くも翌年パリのプチ・ブルボン劇場で彼の機械装置
とともに披露されることになる〔図 13〕。その後、一般公開の劇場はヴェネツィアからイタリアの
諸都市に広まったが、ローマでは 1660年の第 1次トル・ディ・ノーナ劇場（Teatro Tor di Nona）〔図
14〕がこの種の最初の劇場であると思われる。スウェーデン女王クリスティーナの注文で、カルロ・
フォンターナ（Carlo Fontana、1638―1714）の手により建設され、近代的劇場の始まりといえる。
第 2次のこの劇場〔図 15〕は馬蹄形の観客席となっており、その後の劇場建築の定番となる。
19）　Mangini 1974: 61
〔図 12〕ヴェネツィア、サンティ・ジョヴァ
ンニ・エ・パーオロ劇場平面図、U字形、
1654 年。
出典：Worsthorne 1968: Plate 5
〔図 13〕パリのプチ・ブルボン劇場のための舞台場面、
1645 年。《嫉妬するヴィーナス》第 1幕 7―8 場、「バッカス
の神殿」、トレッリ画。
出典：ファーノ、マラテスティアーノ博物館（筆者撮影）
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　〔付表〕では 16世紀から 19世紀までのイタリアの主な劇場を年代順に取り上げ、その劇場の特
徴や、収容人員、平面図、ボックス席などが判明しているものは記述しており、劇場の数は 16世
紀に 13、17世紀に 45、18世紀に 38、19世紀に 25が記載され、計 121を掲載した。17世紀がもっ
とも建設が盛んで、18世紀の後期にオペラハウスの設計の進歩はフランスに比重が移ることにな
るが、それでもイタリアにおいて大都市は第 2、第 3の歌劇場を造り、中小の都市も町のシンボル
としてオペラ専用の劇場を競って建設する。
　半円形の客席を有する古典的な劇場の形態から、〔表 3〕に見られるように長方形、U字型、楕
円形、馬蹄形、釣鐘形とさまざまな形式を歩んできたが、視角（どこからもよく見えること）と音
響（どこからも良く聞こえること、エコーの問題がないことなど）をどのように解決するか、音響
学がいまだ存在しない時代に、前例と経験を頼りに時代の要請も踏まえて到達したのが、基本的に
馬蹄形の平土間席にそれを囲む壁沿いのボックス席という形態であった。
　〈イタリア式〉劇場の特徴は巣箱のようなボックス席の配列で、3層から 5層からなり、各層 20
から 30のボックス席を有し、最上階は天井桟敷である。こうして観客席と舞台はそれぞれ独立し
た部分をなし、アクセス、サーヴィス、建物の構成などが独立の空間となっている。階層状の席を
独立した入り口をもつボックスに区分けしたことは、さまざまな社会階層を分離してきたこれまで
〔表 3〕時代別の劇場形式（平面図が判明している劇場）
時代 長方形 半円形 U字型 楕円形 馬蹄形 釣鐘形 合計
16世紀 4 3 2 1 1 2 13
17世紀 1 9 3 11 5 29
18世紀 4 3 14 5 26
19世紀 0 3 19 0 22
合計 5 3 15 10 45 12 90
〔図 14〕ローマ、第 1次トル・ディ・ノーナ劇
場平面図、U字形、1660 年。
出典：Giorgi 1795
〔図 15〕ローマ、第 2次トル・ディ・ノーナ劇場平面
図、馬蹄形、1671 年。
出典：Giorgi 1795
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の伝統を妨げることなく一般観客は誰であれ受け入れることが可能となった。こうしてイタリアの
みならずヨーロッパ中に〈イタリア式〉劇場（Teatro all’italiana）として定着することになる。
まとめ
　16世紀には宮廷の大広間を用いた劇場〈サーラ〉や喜劇専用の〈スタンツァ〉は長方形やその
変形である U字形が多かったが、17世紀に入るとオペラ専用の劇場がつぎつぎと造られ、公開劇
場が多いため、社交の場として、また階層による区分と同時にできる限り大人数を収容する必要か
ら、馬蹄形の形式が相応しいものと見なされるようになったのであろう。1637年のサン・カッシ
アーノ劇場の開場から 200年近く後の 1842―43年のシーズンにおいて（通常 12月 26日の聖ステー
ファノの祝日から始まる）、イタリアでは 80以上の歌劇場が開場しており、その内 18はロンバルド―
ヴェーネト王国（トリエステ、フィウーメ、トレントを含む）で、19が教皇領、16がサルデーニャ
王国、10がトスカーナ、8がその他の公国という報告があるほど20）、建築上の進歩は少なくなった
とはいえ、定番としての劇場が各地に造られ、市民の集いの場としての役割を十分に果たしている
といえよう。
付記　本稿は、「平成 26―28年度科学研究費助成事業」の交付を受けた「挑戦的萌芽研究：課題番
号 26580040」、共同研究「18・19世紀西洋における音楽大ホールと楽器との相関に関する調査・研
究」の一環として行った研究である＊。
20）　Conati 1977: 24.
＊イタリアにおける現地調査では、ヴェネツィアのチーニ財団（Fondazione Giorgio Cini）、コッレル博物館付属図書館（Biblioteca 
del Museo Correr）、パルマのパラティーナ図書館（Biblioteca Palatina）、ファーノのマラテスティアーノ博物館（Museo 
Malatestiano）、そしてローマ文化財局のレンツィ女史（dottoressa Tania Renzi）にお世話になり、篤く御礼申し上げます。
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ロ
邸
に
建
設
さ
れ
た
ロ
ッ
ジ
ャ
を
劇
場
と
し
た
長
方
形
15
31
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
宮
廷
劇
場
L.
 ア
リ
オ
ス
ト
42
,0
00
最
初
の
常
設
の
宮
廷
劇
場
，
15
32
年
火
災
長
方
形
15
51
マ
ン
ト
ヴ
ァ
宮
廷
劇
場（
サ
ー
ラ
・
テ
ア
ト
ラ
ー
レ
）
ベ
ル
タ
ー
ニ
25
,0
00
16
世
紀
末
に
火
災
で
焼
失
し
、
15
96
年
に
再
建
半
円
形
15
60
シ
エ
ー
ナ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
リ
・
イ
ン
ト
ロ
ナ
ー
テ
ィ
ネ
ロ
ー
ニ
16
,0
00
16
47
年
破
壊
63
5
釣
鐘
形
、
4
層
15
76
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
ス
タ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
・
デ
ィ
・
バ
ル
ド
ラ
ッ
カ
76
,0
00
職
業
喜
劇
団
の
た
め
に
造
ら
れ
た
長
方
形
15
81
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
テ
ア
ト
ロ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ（
ミ
キ
エ
ル
劇
場
）
10
0,
00
0
平
土
間
席
と
桟
敷
席
を
持
つ
「
イ
タ
リ
ア
式
」
劇
場
の
先
駆
楕
円
形
15
81
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
テ
ア
ト
ロ
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ォ（
ト
ロ
ン
劇
場
）
10
0,
00
0
古
典
的
な
半
円
形
、
観
客
席
は
階
段
状
半
円
形
15
85
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
ツ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
コ
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ
21
,0
00
アッ
カデ
ーミ
ア・
オリ
ンピ
カの
近代
最初
の常
設劇
場、
現存
47
0
半
円
形
15
86
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
メ
ー
デ
ィ
チ
劇
場
ブ
オ
ン
タ
レ
ン
テ
ィ
76
,0
00
ウ
フ
ィ
ッ
ツ
ィ
宮
内
の
祝
祭
劇
場
U
字
形
15
90
サ
ッ
ビ
オ
ネ
ー
タ
テ
ア
ト
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
コ
ス
カ
モ
ッ
ツ
ィ
V. 
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
が
〈
理
想
都
市
〉
の
た
め
に
建
設
、
現
存
釣
鐘
形
15
92
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
レ
・
サ
リ
ー
ネ
25
,0
00
旅
芸
人
一
座
の
室
内
劇
場
と
し
て
作
ら
れ
た
初
期
の
例
U
字
形
15
98
ミ
ラ
ー
ノ
テ
ア
ト
ロ
・
レ
ー
ジ
ョ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
10
0,
00
0
最
初
の
常
設
劇
場
は
17
76
年
の
火
事
で
焼
失
馬
蹄
形
、
5
層
17
世
紀
16
05
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ピ
デ
ィ
劇
場（
オ
ビ
ッ
ツ
ィ
）
ア
レ
オ
ッ
テ
ィ
33
,0
00
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
・
ア
ー
チ
は
発
達
し
て
い
る
80
0
楕
円
形
、
5
層
16
08
マ
ン
ト
ヴ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
30
,0
00
宮
殿
内
の
大
広
間
を
劇
場
に
改
築
6,
00
0
16
18
ナ
ー
ポ
リ
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ニ
劇
場
27
5,
00
0
16
81
年
か
ら
オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ
を
上
演
16
20
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
モ
イ
ゼ
劇
場
15
2,
00
0
喜
劇
用
か
ら
、
オ
ペ
ラ
用
に
改
造
さ
れ
た
70
0―
80
0
U
字
形
、
3
層
16
21
ナ
ー
ポ
リ
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
劇
場
27
5,
00
0
ナ
ー
ポ
リ
初
の
公
開
劇
場
約
45
0
長
方
形
、
3
層
16
22
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
ル
ー
カ
ま
た
は
サ
ン
・
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
劇
場
15
2,
00
0
当
初
は
喜
劇
用
、現
存（
ゴ
ル
ド
ー
ニ
劇
場
）
U
字
形
、
3層
→
5層
16
28
パ
ル
マ
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
劇
場
ア
レ
オ
ッ
テ
ィ
25
,0
00
最
初
の
イ
タ
リ
ア
式
劇
場
、
現
存
3,
00
0
U
字
形
170
年
代
所
在
地
劇
場
名
建
築
家
都
市
人
口
備
考
収
容
人
員
平
面
図
、
桟
敷
席
16
28
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ト
ル
ネ
ー
オ
劇
場
コ
リ
オ
ラ
ー
ノ
63
,0
00
15
98
年
に
仮
設
の
劇
場
が
造
ら
れ
、
後
に
常
設
と
な
っ
た
5
層
16
31
ロ
ー
マ
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
劇
場
サ
ッ
キ
10
0,
00
0
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
家
の
私
邸
に
建
設
さ
れ
た
3,
00
0
16
36
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
テ
ア
ト
ロ
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ア
ー
リ
セギ
ッツ
ィ（
また
はシ
ギッ
ツィ
）
63
,0
00
18
02
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
16
37
ペ
ー
ザ
ロ
ソ
ー
レ
劇
場
サ
ッ
バ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
6,
00
0
18
18
年
再
建
、現
存（
ロ
ッ
シ
ー
ニ
劇
場
）
馬
蹄
形
、
4
層
16
37
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
カ
ッ
シ
ア
ー
ノ
劇
場
フ
ェ
ッ
ラ
ー
リ
15
2,
00
0
オ
ペ
ラ
初
の
一
般
公
開
劇
場
，
18
12
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
馬
蹄
形
16
38
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
テ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
エ
・
パ
ー
オ
ロ
劇
場
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ベ
ッ
ツ
ィ
15
2,
00
0
165
4年
に
カ
ル
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
に
よ
り
石
造
と
な
っ
た
U
字
形
16
39
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
サ
ー
ラ
リ
ヴ
ァ
ロ
ー
ラ
63
,0
00
屋
内
の
ト
ル
ネ
ー
オ
劇
場
釣
鐘
形
，
4
層
16
41
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
ノ
ヴ
ィ
ッ
シ
モ
劇
場
ト
レ
ッ
リ
15
2,
00
0
オ
ペ
ラ
専
用
劇
場
と
し
て
新
し
い
機
械
仕
掛
け
を
設
置
座
席
は
階
段
状
？
16
42
パ
ー
ド
ヴ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
ス
タ
ッ
ロ
ー
ネ
33
,0
00
ア
ッ
カ
デ
ー
ミ
ア
・
デ
ィ
ス
ニ
ー
テ
ィ
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
16
44
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ィ
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ゴ
ー
テ
ィ
コ
クリ
スト
ーフ
ォロ
・ラ
ンゴ
ーニ
33
,0
00
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ゴ
ー
テ
ィ
コ
の
大
広
間
に
造
ら
れ
た
3
層
16
45
ジ
ェ
ー
ノ
ヴ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
63
,0
00
17
02
年
に
カ
ル
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
が
再
建
1,
00
0
釣
鐘
形
、
4
層
16
49
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
テ
ィ
・
ア
ポ
ス
ト
リ
劇
場
15
2,
00
0
16
87
年
ま
で
6
作
の
オ
ペ
ラ
16
49
モ
ー
デ
ナ
宮
廷
劇
場
ヴ
ィ
ガ
ラ
ー
ニ
21
,0
00
16
51
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
タ
ポ
リ
ナ
ー
レ
劇
場
15
2,
00
0
16
57
年
ま
で
に
9
作
の
オ
ペ
ラ
楕
円
形
，
3
層
16
53
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
テ
ア
ト
ロ
・
マ
ル
ヴ
ェ
ッ
ツ
ィ
シギ
ッツ
ィ（
また
はセ
ギッ
ツィ
）
63
,0
00
4
層
16
55
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
サ
ム
エ
ー
レ
劇
場
15
2,
00
0
18
89
年
に
閉
鎖
馬
蹄
形
、
5
層
16
56
モ
ー
デ
ナ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
ス
ペ
ル
タ
劇
場
ヴ
ィ
ガ
ラ
ー
ニ
21
,0
00
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
デ
イ
・
ピ
ー
オ
の
大
広
間
に
建
設
釣
鐘
形
16
56
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
イ
ン
モ
ー
ビ
リ
劇
場（
ペ
ル
ゴ
ラ
劇
場
）
タ
ッ
カ
76
,0
00
平
面
図
は
当
初
の
釣
鐘
形
か
ら
馬
蹄
形
に
変
更
馬
蹄
形
、
4
層
16
58
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
コ
コ
ー
メ
ロ
劇
場
マ
ン
ナ
イ
オ
ー
ニ
76
,0
00
現
在
の
テ
ア
ト
ロ
・
ニ
ッ
コ
リ
ー
ニ
40
6
馬
蹄
形
、
4
層
16
60
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
オ
ビ
ッ
ツ
ィ
劇
場
パ
セ
ッ
テ
ィ
33
,0
00
16
79
年
の
火
事
で
焼
失
16
60
ロ
ー
マ
第
1
次
ト
ル
・
デ
ィ
・
ノ
ー
ナ
劇
場
10
0,
00
0
ロ
ー
マ
初
の
一
般
公
開
劇
場
U
字
形
16
62
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
テ
ア
ト
ロ
・
ボ
ナ
コ
ッ
サ
33
,0
00
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
で
最
初
の
公
開
劇
場
馬
蹄
形
、
4
層
171
年
代
所
在
地
劇
場
名
建
築
家
都
市
人
口
備
考
収
容
人
員
平
面
図
、
桟
敷
席
16
64
ア
ン
コ
ー
ナ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
10
,0
00
現
在
の
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
レ
・
ム
ー
ゼ
1,
14
7
16
64
ブ
レ
ッ
シ
ャ
テ
ア
ト
ロ
・
グ
ラ
ン
デ
18
10
年
に
カ
ノ
ニ
カ
36
,0
00
何
度
か
の
改
修
を
経
て
現
存
馬
蹄
形
、
5
層
16
69
マ
ン
ト
ヴ
ァ
テ
ア
ト
ロ
・
フ
ェ
デ
ー
リ
カ
リ
ー
ニ
・
モ
ッ
タ
30
,0
00
U
字
形
16
70
シ
エ
ー
ナ
イ
ン
ト
ロ
ナ
ー
テ
ィ
劇
場
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
19
,0
00
17
53
年
A・
G・
ビ
ビ
エ
ー
ナ
に
よ
り
再
建
釣
鐘
形
，
4
層
16
70
ロ
ー
マ
第
2
次
ト
ル
・
デ
ィ
・
ノ
ー
ナ
劇
場
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
10
0,
00
0
ロ
ー
マ
初
の
公
開
劇
場
、
16
60
年
に
第
1次
建
設
截
頭
楕
円
形（
卵
型
）
16
74
パ
ル
マ
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
ラ
ッ
ケ
ッ
タ
29
,0
00
舞
台
背
景
転
換
の
ペ
リ
ア
ク
ト
イ
を
持
つ
U
字
形
16
77
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
劇
場
15
2,
00
0
18
03
年
ま
で
13
6桟
敷
席
馬
蹄
形
、
5
層
16
77
フ
ァ
ー
ノ
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
劇
場
ト
レ
ッ
リ
4,
00
0
ル
イ
ー
ジ
・
ポ
レ
ッ
テ
ィ
の
設
計
で
再
建
、
現
存
59
5
釣
鐘
形
16
78
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
グ
リ
ゾ
ス
ト
モ
劇
場
ベ
ッ
ツ
ィ
15
2,
00
0
18
35
年
に
マ
リ
ブ
ラ
ン
劇
場
と
な
る
，
現
存
馬
蹄
形
、
5
層
16
78
ロ
ー
マ
カ
プ
ラ
ー
ニ
カ
劇
場
ブ
ラ
ッ
テ
ィ
10
0,
00
0
16
95
年
改
築
、
18
81
年
に
閉
鎖
U
字
形
、
6
層
16
82
ロ
ー
マ
コ
ロ
ン
ナ
劇
場
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
10
0,
00
0
演
劇
活
動
の
精
力
的
な
推
進
者
コ
ロ
ン
ナ
が
建
設
U
字
形
、
4
層
16
86
モ
ー
デ
ナ
宮
廷
劇
場
ビ
ッ
ツ
ィ
、
ビ
ビ
エ
ー
ナ
兄
弟
21
,0
00
18
49
年
閉
鎖
16
92
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
ド
ニ
ー
ゴ
劇
場
13
,0
00
18
68
年
火
災
の
後
再
建
、
現
市
立
劇
場
68
0
馬
蹄
形
、
5
層
16
92
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ラ
ス
ク
ロ
ッ
フ
ァ
劇
場
33
,0
00
主
に
喜
劇
を
上
演
、
18
10
年
に
解
体
16
94
ピ
ス
ト
イ
ア
リ
ズ
ヴ
ェ
リ
ア
ー
テ
ィ
劇
場
33
,0
00
18
64
年
に
マ
ン
ゾ
ー
ニ
の
名
を
冠
し
た
、
現
存
81
1
馬
蹄
形
、
4
層
16
99
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ノ
劇
場
15
2,
00
0
17
19
年
閉
鎖
69
桟
敷
席
3
層
18
世
紀
17
02
ジ
ェ
ー
ノ
ヴ
ァ
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
劇
場
65
,0
00
現
存
（
多
目
的
）
馬
蹄
形
、
5
層
17
08
ロ
ー
マ
オ
ッ
ト
ボ
ー
ニ
劇
場
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ユ
ヴ
ァ
ッ
ラ
13
5,
00
0
カ
ン
チ
ェ
レ
リ
ー
ア
宮
殿
内
の
私
設
劇
場
U
字
形
17
10
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
マ
ル
シ
ッ
リ
＝
ロ
ッ
シ
劇
場
63
,0
00
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
期
に
は
市
民
劇
場
の
役
割
4
層
17
10
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
サ
ム
エ
ル
劇
場
15
2,
00
0
18
70
年
ま
で
17
17
ミ
ラ
ー
ノ
テ
ア
ト
ロ
・
レ
ー
ジ
ョ
・
ド
ゥ
カ
ー
レ
バ
ル
ビ
エ
ー
リ
12
5,
00
0
17
76
年
に
再
度
火
災
に
遭
い
焼
失
U
字
形
、
5
層
17
18
ロ
ー
マ
ア
リ
ベ
ル
ト
劇
場
F・
ガ
ッ
リ
・
ビ
ビ
エ
ー
ナ
13
5,
00
0
17
26
年
の
拡
張
工
事
後
は
デ
ッ
レ
・
ダ
ー
メ
劇
場
に
2,
50
0
U
字
形
、
7
層
172
年
代
所
在
地
劇
場
名
建
築
家
都
市
人
口
備
考
収
容
人
員
平
面
図
、
桟
敷
席
17
23
ペ
ル
ー
ジ
ャ
パ
ヴ
ォ
ー
ネ
劇
場
カ
ラ
ッ
ト
リ
16
,0
00
4
層
17
24
ナ
ー
ポ
リ
パ
ー
チ
ェ
劇
場
30
0,
00
0
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
を
主
と
す
る
、
17
49
年
閉
鎖
3
層
17
24
ナ
ー
ポ
リ
ヌ
オ
ー
ヴ
ォ
劇
場
ヴ
ァ
ッ
カ
ロ
30
0,
00
0
近
代
的
な
機
能
優
先
の
劇
場
、
現
存
1,
00
0
馬
蹄
形
、
5
層
17
27
ロ
ー
マ
ヴ
ァ
ッ
レ
劇
場
マ
ウ
ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
13
5,
00
0
演
劇
用
U
字
形
、
5
層
17
32
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
フ
ィ
ラ
ル
モ
ニ
コ
劇
場
F・
ガ
ッ
リ
・
ビ
ビ
エ
ー
ナ
35
,0
00
17
49
年
に
火
災
で
焼
失
、
再
建
し
現
存
1,
30
0
釣
鐘
形
、
5
層
17
32
ロ
ー
マ
ア
ル
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ナ
劇
場
テ
オ
ド
ー
リ
13
5,
00
0
当
時
ロ
ー
マ
で
も
っ
と
も
美
し
い
劇
場
と
い
わ
れ
た
72
0
馬
蹄
形
，
6
層
17
37
ナ
ー
ポ
リ
サ
ン
・
カ
ル
ロ
劇
場
メ
ド
ラ
ー
ノ
30
0,
00
0
18
16
年
火
災
、
18
17
年
再
建
、
現
存
1,
30
0
馬
蹄
形
、
6
層
17
40
ト
リ
ー
ノ
テ
ア
ト
ロ
・
レ
ー
ジ
ョ
ア
ル
フ
ィ
エ
ー
リ
40
,0
00
19
37
年
焼
失
、
19
73
年
再
建
2,5
00
→
1,5
82
楕
円
形
、
5
層
17
41
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
ー
リ
ア
テ
ア
ト
ロ
・
デ
ィ
・
チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ
ク
ジ
ー
ニ
16
,0
00
18
78
年
に
再
建
さ
れ
ア
リ
オ
ス
ト
劇
場
と
な
る
、
現
存
78
0
馬
蹄
形
、
3
層
17
47
ク
レ
モ
ー
ナ
ナ
ザ
リ
劇
場
ザ
イ
ス
ト
22
,0
00
18
08
年
再
建
、現
存（
ポ
ン
キ
エ
ッ
リ
劇
場
）
1,
18
8
馬
蹄
形
、
3
層
17
51
ト
リ
エ
ス
テ
テ
ア
ト
ロ
・
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
25
,0
00
市
役
所
の
大
広
間
を
改
造
し
て
劇
場
と
し
た
、
180
0年
解
体
80
0
2
層
17
51
パ
ー
ド
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
劇
場
ク
ジ
ー
ニ
31
,0
00
70
0
馬
蹄
形
、
4
層
17
53
ト
リ
ー
ノ
カ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
劇
場
ア
ル
フ
ィ
エ
ー
リ
69
,0
00
王
立
劇
場
の
小
型
版
と
し
て
建
設
68
4
馬
蹄
形
、
4
層
17
55
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
劇
場
チ
ェ
ッ
キ
ア
15
0,
00
0
18
68
年
に
ロ
ッ
シ
ー
ニ
劇
場
と
な
る
、
現
存
馬
蹄
形
、
5
層
17
63
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
テ
ア
ト
ロ
・
コ
ム
ナ
ー
レ
A・
ガ
ッ
リ
・
ビ
ビ
エ
ー
ナ
69
,0
00
劇
場
外
観
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
る
最
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Saggio sulla nascita del teatro all’italiana
Kazuchika MOCHIZUKI
  Il melodrama in musica, più comunemente noto come opera lirica, nacque a Firenze tra la fine del 
Cinquecento e l’inizio del Seicento e inizialmente era rivolto solo a una ristretta cerchia di intellettuali e 
nobili. Nella prima metà del Seicento, a Venezia venne realizzato un teatro specializzato in questo nuovo 
genere di rappresentazione, aperto anche al pubblico pagante. La decisione di aprire il teatro a tutti i ceti 
sociali fu prettamente di natura economica: per recuperare i soldi investiti, i nobili veneziani che dirigevano il 
teatro, avevano bisogno di riempire i capienti spazi con il maggior numero di spettatori possibile. Per questo, 
non erano più sufficienti il ”teatro da sala” o le “stanze pubbliche” utilizzate fino ad allora come luogo per le 
rappresentazioni teatrali. 
  Il teatro per il nuovo melodramma in musica racchiudeva in sé la struttura architettonica, l’allestimento 
teatrale e la pianta a U del ”teatro da sala” e l’idea di file di palchi intorno del “teatro Torneo”. Nacque così il 
teatro all’italiana. Una caratteristica del nuovo teatro era la sistemazione 〈ad alveare〉, con tre o cinque file di 
logge l’una sovrapposta all’altra, ognuna contenente dai 20 ai 30 palchi. Grazie a questa struttura era possibile 
accettare tutto il pubblico senza distinzioni di ceto, rispettando al tempo stesso la suddivisione delle diverse 
classi sociali.
  In questo saggio si analizzano la storia della nascita e lo sviluppo del teatro all’italiana, e allo stesso tempo 
la relazione fra il melodrama in musica e il nuovo teatro. Considerando anche che fino ad ora la maggior parte 
degli studi in questo campo si è concentrata o sul teatro o solo sull’opera lirica, qui si analizzano dal punto di 
vista sociologico la relazione fra lo sviluppo del teatro e l’opera, in base alla richiesta della società e sull’esito 
di ricerche collettive.
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〈イタリア式〉劇場の誕生試論
望月一史
　16世紀末から 17世紀初頭にかけてトスカーナ大公国のフィレンツェで誕生した、後にオペラと
呼ばれる新様式の音楽劇は、ごく少数の知識人や貴族などの選ばれた聴衆を対象としていたが、17
世紀の前半にヴェネツィア共和国で幅広い層の観客を対象とした、この音楽劇を専門に上演する有
料の一般公開劇場が建設された。運営の主体はヴェネツィアの貴族が投資もかねて行っており、莫
大な出資に見合う利益を確保し、さまざまな社会階層の可能な限り多くの観客を収容するための新
しい構造の劇場が必要になった。従来の〈室内劇場〉（Teatro da Sala）やコンメーディア・デッラ
ルテのための古い〈室内公開劇場〉（Stanze pubbliche）ではもはや不十分であった。
　この新しいオペラのための劇場は、それまでの宮廷劇場や貴族の私邸の小劇場を参考にし、〈室
内小劇場〉から建築構造と舞台装置、長方形の平面図を取り入れ、のちの〈トルネーオ〉劇場から
は何層もの観客席というアイデアを取り入れて考案されたのが〈イタリア式〉劇場（Teatro 
all’italiana）であった。
　〈イタリア式〉劇場の特徴は巣箱のようなボックス席の配列で、3層から 5層からなり、各層 20
から 30のボックス席を有し、最上階は天井桟敷となっている。こうして観客席と舞台はそれぞれ
独立した部分をなし、アクセス、サーヴィス、建物の構成などが独立の空間となっている。階段状
の席を独立した入り口をもつボックスに区分けしたことは、さまざまな社会階層を分離してきたこ
れまでの伝統を妨げることなく一般観客は誰であれ受け入れることが可能となった。
　本稿では、〈イタリア式〉劇場の誕生から発展の歴史を検討し、同時にその原動力となった新し
いジャンルのオペラとの関係も見ていきたい。
　従来は、劇場を主とした劇場史か、オペラを主としたオペラ史というようにジャンルごとの研究
が大半であるが、今回の共同研究「挑戦的萌芽研究：課題番号 26580040」、「18・19世紀西洋にお
ける音楽大ホールと楽器との相関に関する調査・研究」（「平成 26―28年度科学研究費助成事業」）
の成果も踏まえて、劇場とオペラの相互発展という観点と、当時の社会的要請という側面も取り上
げて検討した。
